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自閉症幼児の 保育的セ ラピー （3）
〜イ呆育現場に お ける視点〜

　　　藤田　久美

（山口短期大学・藤山医院）

1 、は じめに

　es　53、第 54回保育学会で、幼児期の 自閉症児に対 して

保育的関係を基盤とした発達援助ア ブ U 一チの 実践 （＝保

育的セ ラピー一）を紹介 した （藤田 2001、2002）。
こ れ は、

ク リニ ッ クで 出会っ た子 どもと 1対 1で 遊 びを 共有す る 中

で生まれ た 理論で ある。子 どもにか かわ る大人 が保育的関

係を保 つ こ とに よ っ て 子 どもが人 に対す る肯定的感清を持

つ こ とがで き、そ の 人 との 関係の 中で 存在感を感 じる こ と

がで きる。子どもは能動性 を発揮 し、それを大人が受動ず

るこ とに よっ て相互性が生まれる。

2 、 保育現場との連携か ら

　ク リニ ッ クにお い て子 ども と親を支援す るこ とを通して、

保育現場 （幼稚園
・保育園 な ど）の 保育者との 連携を して

きた。保 育現場 におい て、保育者が子 どもとの 具体的なか

か わ りを通 して、園 とい う共 同体の 中でそ の 子 ら しく生 活

で き る よ う保 育者が 懸命 に対応 して い る姿に出会っ て きた。

しか し、保育とい う場で、保育者の 理解の 範囲を こ えて し

まう子 どもに出会っ たとき、保育者は子 どもとの 関係や 母

親の 支援に悩み 苦み保育的関係の 危機に直面す る 。

3 、C 子 の事例を通 して考える

C 子 ：C 子 は 2歳の とき自閉疲 と診断された、，もの を投げる、っ

ばをは く、突然叫ぶ、大便を手 で こ ねるなどの行為が周囲の 大人

を困惑させて きた とい う。私は、ク リニ ッ ク におい て、C 子が 3

歳 9 ヶ月 の時 と出会い 、就学するまで週 1 回 C 子との 時間を過 ご

した。〔H11 年 11 月　〜Hl4 年 3 月｝

◆クリニ ッ クにおいてのかかわ り

　 C 子 と出会 っ たこ ろ、C 子がなぜ大人 を困らせ るよ うなこ とを

す るの か 理解できず悩む こ とがあ っ た。母 親か らは、C 子の生 ま

れる前からこ れまでの こ とを聴き、その 中で、父親 との 関係や 祖

父母の 理解不足な どの 周囲の 搬子の こ とに っ い て報 告 を受 けた。
C 子との セ ラ ピ

ー
の 中で C 子の 表情か ら C 子の存在の危機 を感 じ

ずにい られなか っ た。C 子と 2人で時間を過 ごす中で、少 しずっ

C 子の 世界を共有する こ とがで きた らと願っ た。5 回 めの セ ラ ピ

ー
の とき、母親と話 してい る ときに、C 子 がおむつ に した大便を

手につ けた とき、私が C 子 の 着替えの 手伝い をし 、C 子と
一
緒 に

水道で手 を洗 っ て い る ときに、C 子 の こ とを まる ご と受けとめた

い とい う気持 が こみ あげて きた。こ とばを話さない C 子 の 思い や

願い を理 解 したい と思 っ た。私は、そ の 日か ら、C 子の どん な行

動をも 肯定的に受け止 める こ とがで きるよ うに しtCeそうしなけ

れ ば、C 子 の 存在が 守れ ない よ うな気が した か らで ある。家庭の

中で起 こるこ とに対して は、母親 と共に考えた。話すこ とや交換

ノ
ートに書くとい う作業 （省察）を通して、C 子の 母親 と共に C

子の 理解 を深める よ う努めた。C子 と1対 1で過 ごす時閊の 中で、

C 子 が 自分か ら姶めた遊びや C 子の 要求 （マ イ ナス の 裏現もプ ラ

ス の 表現も） をT 寧に 応えて い っ た。次第に C 了
．
は、こ こ の 場 で

私 と1対1で過 ごす こ とを 「心 地よ い」 と思 うようになっ てくれ

た と感じる こ とがで きた。C 子は能動 性 を発揮する ように な り、

指差 し
・視線 ・発声さま ざまな 表現 を用い て 自分の 要求や思い を

伝 え た り、玩 具・うた遊 び ・絵本な ど を介 して人 と相互交渉を楽

しむ こ とがで きる よ うに なっ た。私に とっ て も C 子と過ごす 「い

ま、ここ 」 が充実 した時間となっ た。しかし、ときお り、C 子は

不安定なるこ とが あ っ た，そ うい うとき．C 子は身近な大人に対

して 自分の 気持ちを発信 した。それは、表面的に見れば 「周囲を

困らせ る行動」 で あ っ た。家庭、幼稚園 とい う日常の 場 に お い て

モれは頻繁に現 江、母親の 身体的・精神的疲労は 日 常的に続いた u

◆幼稚團に おいて

　C 子は年中になっ た 4月 か ら 5 月 にか けて 「周囲を困らせ る行

動」 があまりに頻繁に起 こるの で幼稚園の 先生が対応に困っ てい

るこ とを母親か ら聞い た，金魚鉢やかびんを投 げた り、友達の座

っ て い た椅子を倒すこ ともあっ たとい う。 友人の髪 に大便 をっ け

たこ とで母親の 心 は大きく揺れ tk 障害の ある我が子に加配保育

者をつ け
．・
生懸命対応 して くれ て い る園に感謝 しなが ら も、C 子

が起 こ す行動、ク ラス の 保護者 との 関係、幼稚園に迷 惑 をか けて

い るの で はない か とい う様 々 な思い が 母親 の 不 安 を高 めて い た。
一

方、C 子 は、セ ラ ピ・．一の 中で描 いた
一

枚の 絵 （幼稚 園の バ ス を

描き窓 や ドア を大きい 声 を出しなが ら黒くぬ りつ ぶ した）を用い

て 自分の 思い を伝え鳥 「幼稚園と協力 しあっ て い か なければな ら

ない 」 と感 じてい たちょ うどその 時期に幼稚園側か ら 「C ．
子の 対

応に 困っ て い る。どうしたらよい か
．一
緒 に考えてほ しい 」 と相談

を受けた。
◆幼糊園と連携して

　母親を介 して幼稚園に 私が訪ねる約束を し、幼 稚 園に訪 問した。

設定の 保育場面で C 子の 様子 を見 させて い ただ い た 後、．中庭で C
．
子をお んぶした担当保育者 と話をする こ とがで きた。その 後、主

任 保 育者、ク ラス 担任、摂当保育者 と話し合い の 時間が設けられ

た。保 育者か らは、まず．入園 （3歳児）時か らこれまで の C 子

の 育ちと保育者の かかわ りにつ い て 話された 。 そ して、昨年度の

3 学期か ら C 子の 頻繁に起こ る 「大人 を困 らせ る行動」 へ の 対応

に困惑してい る事や母 親との 信頼関係も崩れて きて い てい る事 ど、

今の 苦 しい状態 を正 直に 話 して くれ た。語を聴きなが ら、保 育者

は、C 子 の成長 や担 当保育者になつ い て くれて い るこ とを うれ し

く思える反 面、C 子に対 して肯定的な感情が持て ない こ とで混乱

し、今 の 、保 育の 方向性が見 えず不安が高ま っ て い る こ とがうか

が えた。また、保育者が、C 子か ら要求 され る 「だっ こ」 や 「お

んぶ」 に 日常的に応えて い るこ と、頻緊に起 こ る行動を予測 して

しま うこ とや起 こっ て しま っ た後の 対応 などに追われ、身体的に

も精神 的に も疲れ を感 じて い たよ うで あ っ た。私 は、さまざま状

況の 中で 「保育的関係の 危機」 に直面 してい る保育者に対 して何

か支援で きれ ばと思っ た。そ して 、保育者 の 今 の 状態に共感 し、

保育者 を肯定 し なが ら、い ま の 「危 機」 を乗 り越 えるプロ セ ス を
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共に 協力 して い きたい とい うこ とを伝えた。さ らに保 育観察を し

た率直な感想と、ク リニ ッ クで の これ まで の経過や母親の思い 、

家族環境の 詳 しい 事情を付け加 えた。

◆その後の経過

　私 と幼稚園の 連携 と協力はその 後 も継続 し鳥 主iH呆育者 と C
子の 担任が 夏体みにク リニ

ヅ クに訪れ C 子のその 後の 様子や 保育

者の か かわ りをT 寧 に話 して くれ た．t 保 育者は、年度始め に、ク

ラス を作るこ とに 必死 にな っ て、C 子の行 動を表面的に捉 え、「や

め させ たい 」 「困 っ た」 とい う感情ば か りが 先に あ っ た こ とを振 り

返 られた。C 子は、新 しい クラス 、2 年保育で入 っ て きた 新しい

友だち、あわた だ しい 新学期に保育者の あせ り 奪數 枢 ド驫 じて

い 1：0p
・
［Vi）し。保育者の こ とばなどから、保育者 と CI の 関係が質的

に変化 したこ とを確信 したe 私は、保育者の 思い に共感的態度で

応 えなが ら、保育者 を肯定 した。また、母 親が、保育者か ら聞い

た保育園の話や、C 子が幼稚園か ら帰宅して先生や友だちの 名前

を言 うとこ とな ど、うれ しそ うに話 される ようにな っ たな どを話

し、母親 とC 子が保育者を信頼 してい る こ とを伝えた．
　 その 後、保育者は幼稚園におい て、C 子の 理解者で あ り C 子 の

母 親を支える もの とい う認識が次第に強 くなっ たよ うである。

　年長になっ て か らは、C 子は、保育者や クラス の 友達 との かか

わ りの 中 で、新 しい 体験を した り、できなか っ た こ とが で きる よ

うになっ た りした。具体的な成長が目に 見える もの として表れ る

よ うにな っ た。特に、幼稚園におい ての 描画の 表現はすば らしい

もの で あっ た。年長になっ てか らの担任が C子 の 描画とC 子への

か かわ りに っ い て実践研 究に取 り組 んだとい う報告が あ っ た。

◆　卒園まじか の幼稚園を訪ねて

　 卒園ま じかに幼稚 園を訪ね た。連携 と協力を続 けて きた保 育者

と話を しなが らベ ラン ダぞ い の うさぎ小屋 の 前で ち ょ こ ん と座 る

っ て い る Cr 一
を見守る。「び

一
子 ちゃ ん 」 と名前を C 子が うさぎ

の 名 前 を呼ぶ と、そば にい た保育者 （C 子 び）クラス の 副担任 〉 が

C 子にキャベ ツ を差 し出寓 C 子がそ の キャ ベ ツを受 け取 り．う

さぎに 食ぺ させ る。保育者が穏やか な表情で それを見守る。そ の

シ ーン を見ながら．C 子がクリニ
ッ クで描い た 「うさぎの絵」 を

思 い 浮か ぺ 属 そ こ に 、クラス の 女の 子が 2 人や っ て きて 、幼稚

園に併設する保 育園の ジャ ン グル ジム に行こ うと誘 う。 そこ にい

たみ んな （私 も含めて ）は 保育 園の 庭に か け足で 行 く。ジ ャ ン グ

ル ジム っ きの 滑 り台で は、C 予と友だちと保育者で遊 んだ。保 育

者か ら、ジャ ン グル ジム で の友だちと C 子 の エ ピ ソ
ー

ドを聞 く。
帰 りの 時澗にな り、お部屋に戻 る とき、C 了

・
は担任の先生にお ん

ぶをせがみ、要求に応 えて もらう。お部屋では帰りの お集まりが

は じ まり、絵本や手遊び をみん なが集まっ て い る場所よ り少 し離

れ た場所 で副担任の先生と
一
緒
．
に．同 じ手遊び を楽 しむ C 子u 私

は、壁面 に飾 っ て ある C 子の 絵の そ ばで C 子の 様子 を見守りなが

ら、C 子の 存在が確 h9こあ り、ク ラス とい う共 同体の 中で 自分 ら

しく生き てい るC 子 を思い 胸が温か くな っ た。
5 、保育 の 可能性

　保育の 場で 育つ 子 ど もの 姿か ら、子 ど もに か か わ る もの

の 重要な課 題で あ る 「子ども理 解」 は、子 どもの 育つ 日常

の 中で よ り深 まっ てい くもの だ とい うこ とを教え られ る。
そ して 、 子 どもと 目常を共 にす る大 人は、子どもと共に生

きる 「い ま」 を充実 した 豊かなもの に したい と願 う。だ か

らこそ、理 解 しに くい 子 どもに 出会 っ た とき、保 育者は悩

み苫しむの で あろう。目の 前にい るf どもと繋が りたい 、

なん とかそ の 子 と過ごす時間を充実させ た い と願うか らこ

そ生まれて くる 自然な感情で ある と思う。こ の よ うな過程

を丁寧に見つ め振 り返 る作業がで きたならば、保育の 中に

大きな可能性が芽生え るで あろ う。なぜ な らば、保育 とい

う子 どもの 生 きる 日常 の 世界 には 子 どもの 育つ 要素が溢 れ

て い るか らで ある．，子どもは、保育者に支 え られ なが ら、

心 の 動 く体験、友達 との かか わ り、要求 を出す こ とを肯定

的に 受け止 めて もら う心地よい 体験、で きなか っ た こ とが

で きた 体験をす る。信頼ある保育者 との 肯定的な関係の 中

で、子 どもの 行動は意味の ある もの となる，、保育的関係の

中で保障され る 「発達の 体験」 で ある。

6 、保育の場 において の課題

　自閉症 の子 どもに限 らず、理解 しに くい 子 どもや気にな

る行動 をす る 予ど もが 目の 前に現れ た とき、保育者は 混乱

し、これ までの 、子 ど も観や保育観が根底か ら揺さぶ られ

るこ とに なるであ ろ う。こ れまで行っ て きた保育の 見直し、

他 の 保 育者 との 共通理解、母親 との 関係、自分自身 をみ つ

める作業、専門機関との 連撓など、さまざまな保育的課題

に ぶつ か る。

　また、保育はひ と りひ と りの 発達を保障する場で ありな

が ら、 集団 の 場 とい う形態で あ り、さま ざまな関係や出来

事が 同時 に起 こ り、ひ と りの 芋どもの た め に
一

定の 時問を

作るの は 困難か もしれない 。しか し、理 解 しに くい 子 ども

だからこそ、保育者は、保育的関係を構築するとい う課題

に向き合わなくて は ならない と思う，、保育の 中で、理解 し

に くい 子 どもの こ とを 「肯定的に 」受け 止めて い くこ とが、

保 育の 最 も重 要な専門性 で は ない か と考え る。これ を可 能

にす る た め に は、そ の 子 ひ と りに 向 か い 合 い 、共 に過 ご す

時間 と空 間が必 要で ある。い わば 「臨床的視点 」 で ある。

保育者
．
の こ の よ うな視 点をつ くるに は、そ の r一どもとの 具

体的なか かわ り 〔保育の 実践）や保育記録や抜り返 り （省

察）が必 要で ある 。 継続的 な保膏の 実 践 と省 察 の 過程 にお

い て こそ、保育者が 自分の 保育を見直す規点が 生まれ 、 子

ど もの 理解 が深 まるの で あ る。さらには、保 育者 の 人間 的

な成長を も可能に なるで あろ う。子 どもが保 育者 を信頼 し

そ の 人 と共に あ りた い と願 うならば、f’ど もの 能動性は 発

揮 され、保育者との 間に 相互性が生 まれ る。子 ど もは、保

育者 と共にい る中で A分らしくあるこ とに 自信を持ち、保

育者との 具体的な 目々 の かか わりの 中で新 しい 自分に 出会

うこ とが喜び とな り、よ りよい 自分を作ろ うとする。もし、

保育的関係が保障されなければ、子 どもの 基本的なく 発達

の 体験 〉 が奪われ るこ とになる。

　 保育の 他の 問題 （行政支接や保育支援シ ス テ ム な ど） を

すぐには 整え られ ない 現状が ある。しか し、今、目の 前 に

い る 子 どもとともに生 き る中で 、子ども も大人 も、共に 、

充実 した よ り豊か な時間が過 ごせ る よ う大人 同士 （親、保

育者、他機関の もの）が協力 し合うこ とが まず先決だ と思

う。今後も、保育現場の 保育者と共に考えて い きたい，，
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